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本研究はAMEDロボット介護機器開発等推進事業（環境整備）、科研費基盤(C) 21K12780，基盤(B) 21H03858などの一環として実施している．

ポイント：
・ロボット介護機器の臨床評価に関するガイダンスを作成中
（機器メーカーや介護現場などで人を対象とする研究に慣れていない人を主な読者と想定した読みやすいガイダンスと、解説文書）

・臨床評価の基本となる測定、比較、一般化について、臨床評価プロセスの中での注意点を説明
・ICFモデル図を用いて機器の位置づけを明確化し、適切な評価ポイントを考察する方式を提案

評価の目的を明確にする

評価結果の使い方を明確にする
（一般化のレベルを考える）

詳しい人に相談する・相談事業を活用する

臨床課題から研究課題を作成する

臨床課題の構成要素（PICO/PECO）を明らかにする

倫理的な配慮ポイント

事故・ヒヤリハット情報を確認する

バイアスの影響を考慮する

一般化について議論する

計画通りに実施できているかを確認する

連絡先：人間拡張研究センター harc liaison ml@aist.go.jp


